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1.はじめに 

生物多様性の重要性が叫ばれて久しく，原生自然

の保存だけでなく二次的自然の保全，創出は現在の

生活様式から困難な状況が続いている．環境省は

SATOYAMAイニシアティブ 1)の中で里地・里山に

ついて，柳 2)は里海について，鳥越 3)らは里川につ

いてその重要性を述べている． 

中西 4)らは里川の空間構造と心象風景の里川の姿

を明らかにしてきたが，その多くは自然河川である

など，河川改修の行われていない河川であった． 

本研究では，人間の手が入った，河川改修の行わ

れている，河川を対象に，里川として機能する可能

性を有するかを検証することを目的とする． 

 

2.研究方法 

 研究対象は，大分県内の河川で，過去に河川改修

の実績のある区間を有し，河川改修済区間とその上

下流 100mで，集落に隣接しており流域住民と河川

との日常的な交渉が想定される河川とし，23河川を

抽出した． 

23 河川を対象に，多自然と利活用の着眼点から数

量化Ⅲ類分析を行い，クラスター分析から河川を分

類した．分類されたクラスターごとの特徴を明らか

にした． 

 

3.結果と考察 

(1) 数量化Ⅲ類による分析 

 サンプルは抽出した 23河川とする．アイテムは

多自然川づくりおよび河川の利活用の着眼点による

項目から 16項目とし，それぞれの有無で 2項目，

カテゴリーは 32とした．数量化Ⅲ類分析を行った

第 1 軸，第 2軸のカテゴリースコアを表-1に示す． 

軸の解釈として，第 1軸については，水際に土が

なく，護岸に草が生えてなく，水際にも草が生えて

ないほど負の値が大きくなり，護岸に草が生えてい

て，水際にも草が生えているほど正の値が大きくな

ることから，第 1軸は＜自然豊かな河川を表す軸＞

であり，カテゴリースコアが正の値を示すほど自然

豊かであるといえる． 

第 2軸については，水辺に入りにくく，アクセス

施設がないほど負の値が大きくなり，公園や遊歩道

があり，河道内に人工構造物(農業用取水堰等)があ

り，祭り等のイベント(河川清掃イベント含む)があ

るほど正の値が大きくなることから，第 2軸は＜河

川での利活用や愛着を表す軸＞であり，カテゴリー

スコアが正の値を示すほど利活用が多くあり愛され

ている河川であるといえる． 

 

表-1 数量化Ⅲ類分析カテゴリースコア 

 

 

(2) クラスター分析と各クラスターの特性 

 数量化Ⅲ類の結果を用いてWord方によるクラス

ター分析を行い得た樹形図を図-1に示す．結果とし

て 3つのクラスターを採用した．これを元に作成し

た第 1軸，第 2軸のサンプルスコアのプロット図を

図-2に示す． 
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図-1 クラスター分析による樹形図 

 

 

図-2 第 1-2 軸サンプルスコアプロット図 

 

 3 つのクラスターをクラスター1～3とする．クラ

スター1～3それぞれの代表的な河川の写真を写真-1

～3に示す． 

 クラスター1に属する河川は，自然豊かで利活用

が多くなされている河川である．吉野川では取水堰

の管理のための清掃や，子ども達によるホタルの飼

育等も行われている．クラスター2に属する河川

は，自然豊かではないが，利活用はされている河川

である．金吉川では多自然護岸とコンクリート護岸

が混合しているが，利活用も多く行われている．ク

ラスター3に属する河川は，自然の状況に関わら

ず，利活用がされていない河川である．馬入川は自

然もなく，利活用もされていない． 

 

写真-1 クラスター1 吉野川写真 

 

 

写真‐2 クラスター2 金吉川写真 

 

 

写真-3 クラスター3 馬入川写真 

 

4.結論と今後の課題 

 分析結果から大きく 3つのクラスターに分けるこ

とができ，河川改修された河川も里川としての可能

性を有することが明らかになった．今後の課題とし

て，個別の河川の物理特性を明らかにし，その特性

も考慮した分類を行う必要がある． 
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